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発刊に寄せて

再現されたふるさと

市制施行35周年記念事業の写真集「高萩」ふるさとのあゆみが、

立派に完成したことを心からうれしく思います。

この仕事は、変わりゆくふるさとのすがたに愛着をもって、永年

克明に撮り続けて来られた柏義夫先生の貴重な写真の記録を中心

に、市制施行35周年記念事業として市民に公開しては、 との提案か

ら始められたものでした。同時に、市内に保存されている記録写真

の提供を市報などを通じて呼びかけたところ、市民の皆様からたく

さんの写真が寄せられ、予想以上に充実した内容となりました。

激動の時代だった昭和を中心として、私たちのふるさとが、近代

日本のあゆみとともに変化して来た時代の映像の記録は、 その時期

に生をうけた者にとって、哀歓の感動とともに忘れることのできな

い思い出となっています。

私どもは、 この写真集によって再現されたふるさとのすがたに、
しゆうえん

往時をしのぶとともに､昭和40年代の炭鉱の閉山､馬市の終焉など、

20年に及ぶ変革と再建の苦難の時代を、 あらためて心に刻みたいと

思います。

いま高萩市が、常磐自動車道の開通を契機として、 21世紀に向け

て「海と緑を生かした産業文化都市」づくりをすすめている時に、

完成された本書のもつ意義は極めて大きく 、先人のす力爵たと自らの

足跡をしのび、明日の繁栄と向上を目指す、市民共通の心のよりど

ころとしたいと思います。

最後に、編集委員長に就任された柏先生、作山正雄先生をはじめ

とする編集委員関係者各位、 そして貴重な写真を提供してくださ

った市民の皆様に、心からお礼を申し上げご挨拶とします。

菱重土参毒高萩市長

3



▲高萩海岸の日の出（高萩ビーチガーデン前）

海と山､そして温泉の豊かな自然環境に恵まれ、

21世紀のリゾート地として発展が期待されてい

る。 平成元年( '989）6月撮影

4



灘§鍵鍵
灘鵜鵡蕊鱸灘灘纈鱗灘騰

鍵
』6A罫鍛W蝿繍駕謹

鼬

門宵

蕊 職
,藷

… 繍繍繍繍灘
聯

灘繍 f娯聴群

… 騨
識 霧議蜜

篭蕊
哩

鱸鱗

壷
騨
ｆ

侭哩

轆蕊驚督癖檸

§議蕊蕊
融

議議蕊謹蕊脅鍵慧麓
曲解

Z露噌雪謹璽

學寒

T■

瓢鍾蕊…篝

綴
欝劇 婚

H鞄引

qC.C・Z・整備計画構想図

高戸海岸では、昭和62年に建設大臣認定を受け

たコースタル.コミュニティ ・ゾーン(C､C.Z.)

整備計画が「シートピア高萩」の愛称で進めら

れている。
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q海の見える花貫ダム

花貫渓谷の花貫ダム上

昭和58年( '983) ｜ ｜月撮影

空から市街地を望む

議謹識
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しょうが人じ

▲市指定天然記念物「松岩寺の山桜」 （下君田）

推定樹齢約300年、幹l':IIり約5.6m、高さ約25mの巨木て 脈年見事な

花を咲かせている。 平成元年（ '9 89） 4月撮景 踊鍔乱
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▲紅葉でにぎわう小滝沢キャンプ場

花貫渓谷一帯は、春は新緑、夏はキャンプ

美しい自然の移り変わりを見せてくれる。

秋の紅葉と四季折々に

昭和58年( |983) 1 1月撮影

8



誇
譲
鍵
謹
鐘

蕊
騨
誇
錘

鍵 鬘

蕊
堤

里 、毒壼勾
琴#← :麓｡

量
垂
》

蕊
鍵

雪

▲高萩海水浴場

たくさんの家族連れや苦い人たちが、歓声をあげな力:ら戯れる姿が

見られる。 昭和63年（ '988）8月撮影

▲雪の花貫ダム

冬の花貫ダムはうっすらと雪で冬化粧､陽の光を浴びて美しく輝く

昭和61年( '986）2月撮影
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▲海から見た市街地

常磐自動車道の開通を契機に、 21世紀を展望す

る「海と緑を生かした産業文化都市」の創造に

取り組んでいる。 昭和63年('988) '2月撮影

10



蕊；

態
篭
誰

蕊鍬舗淵 脚命

町』

蕊,鴬
漣

』曹零農鳥.， ボ
f壷 ； 罫』

＝､鍵蕊

霧欝ゾ灘

I

11



発展する産業
市制施行の昭和29年に現在の日本加工製紙㈱を誘致し、今日ま

で安定した成長を続けている。現在は松久保・手綱の両工業団

地造成により優良企業が進出、操業中である。

常磐自動車道の開通により、高萩一東京間が約90分で結ばれる

ようになり、今後もますます発展が期待されている。

▲手綱工業団地

昭和50年(1975) 3月に完成、常磐自動車道高萩

インター入口に位置しているため、次々と優良

企業力§進{| '!している。 昭和63年('988) '2月撮影
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▲松久保工業団地

昭和45年(1970)から逝成をはじめ､47年に完成

|ﾖﾖ道6号沿いに位置す-る。

昭和63年( '988) '2月撮影

主な立地企業

1 1本加工製紙㈱ 篝手綱工業団地

高萩炭砿グループ 新日本鍛工㈱

KDK㈱ ㈱安藤鐵工所

KDD㈱ 日本鉄粉㈱

職松久保工業団地 日本ジョンソン・
恒和化学工業㈱ アンド.エクリプス㈱

, |｣之内製薬㈱ 茨城くみあい培土㈱

生化学工業㈱ ㈱杉原製作所

高萩商事㈱ 金属鉱業事業目I

㈱中村自工深川製作所㈱東和製作所

㈱永谷園本舗 助川'電気工業㈱

大建工業㈱ 横島理化産業㈱

極東製薬工業㈱

ニタゞ､ソク㈱

高萩ニッカン㈱

ネミック・ラムダ㈱

㈱ミナギ製作所

㈱中尾アルミ製作所

㈱東邦工業社

東京電力㈱

▲日本加工製紙高萩工場

日本でも有数の,胃j級印刷用紙工場で、 i櫛j級

アート紙およびコート紙などを中心に製造

している。 昭和59年('984）7月撮影
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▼土地基盤轄備

農地の高度利用と生産性の効率化を図るため、市内各地でほ場整備を行っ

ている。 昭和61年( |986)6月撮影
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▲米平公共育成牧場昭和59年( '984)4月撮影
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▼専門店が並ぶ駅前通り商店街平成元年( '989）7月撮影

▲愛林記念の森

林業振興のシンボルとして約300年後の23世紀の人々に残そうと､下君田柳

沢地区の国有林約16haを愛林記念の森として保存している。

昭和63年( '988) '0月撮影
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▲常磐自動車道開通式

常磐自動車道は、着工以来約18年ぶりに全線

175.5kmが開通､県を縦断する大動脈として地域

のi舌性化力ざ期侍されている。

昭和63年( '988）3月撮影

高萩インターと手綱工業団地し

昭和63年( '988)3月撮影
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q高萩駅前

交通の要衝として整備された駅前には､大型店

と専門店化した地元商店が並び、買物客で活況

を呈している。 昭和63年( '988) '2月撮影
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高速化する常磐線修

常磐線も特急「スーパーひたち」の運行により、

高萩東京間力ざ短時間で結ばれるようになっ

た。写真は、左から普通電車、 L特急｢ひたち｣、

特急「スーパーひたち｣。

平成元年( '989）4月撮影
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q農業用道路(若栗一横川問）

地域の開発に主要な役割を果たすとともに、観

光ルートとしても期待されている。

平成元年（'989）4月撮影
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ひろがるまち
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q高萩市街中心部昭和62年( '987) '0月撮影

▼島名・駒木原の住宅地平成元年( '989)4月撮影
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蕊香り高い文化のまち
市民ｶ叡参加する文化活動には、市民音楽祭や文化祭、中央公民

館まつりなどがあり、地域文化の拠点ともいえる文化会館は、

香り高い文化の数々を市民に紹介している。 また国際交流や友

好都市の交流などを通して、 さまざまな活動も行われている。

さらに高萩の風土を生かしたすばらしい美術文化作品も生まれ

ている。
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▲市民音楽祭

毎年秋には市民音楽祭力釘開かれ、たくさんの市

民が参加している。 昭和61年( '986) ｜ ｜月撮影
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高萩国際交流の集い似

昭和50年から毎年外国人留学生を招いて民泊を

実施、お互いの国の生活文化などにふれあい国

際親善と相互理解を深めている。

昭和59年('984）5月撮影
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q文化活動

｢|j内には陶芸をはじめ、たくさんの芸術愛好者

がおり、すばらしい作品が生まれている。

昭和62年( '987)撮影
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▲友好都市との交流

平成元年4月に山形県新庄市と友好都市の盟約

を結び、高萩まつりなど市民ぐるみの交流が続

けられている。平成元年( '989）7月撮影

q山形県新庄まつり （山車パレード）

昭和62年( '987）8月撮影
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霧元気で暮らせるまち
明るいまちづくりには、 よい教育環境が必要。 また、市民〈･る

みの環境美化活動やボランティア活動も、 これからは大切にな

ってくる。スポーツなどを楽しみな力§ら、 いつまでも元気で暮

らせるまちにしたい。

q木の香りを生かした松岡幼稚園

松Ifl幼稚園の木造|剰舎は、松岡城祉や武家雁敷

が呪存する地域の特性を生かしながら、木のも

つi,'1lかさ、柔らかさを皿して未来を担う子ども

たちの個性や能力を伸ばすため、 さまざまな工

夫とテ、ザインが取り入れられている。

平成元年( '989）7月撮影

▼環境美化

〃ｲ|是､奥のはじめに｢|j趾や各種団体会員約3,000

人が参加して高萩海岸一,勝の清掃奉仕涌動が続

けられている｡松丘商校では､ 10年以上にわた

り榔岸清掃を行っている。

平成元年( '989） 7月撮影

、

■ ■〆
＝

認1 ＝ 轌
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qボランティア活動

11j内にはたくさんのボランティアグループがあ

り、高校生会もその1つ。市内の福祉施設など

を訪問しな力ざら、 さまざまな交流を図り、社会

隔祉について学んでいる。

昭和62年( '987）8月撮影

…、 山謬…

qスポーツを楽しむ

高齢化社会を迎え、お年寄り 1

リエーション涌動を楽しんで、

平成元年( '989）3月撮影
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▲高萩まつり

昭和46年にはじまった高萩まつりは、市民のふ

れあいの場として年々盛んになってきている。

昭和63年('988）7月撮影 噌且 iﾉ：
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▼市民マラソン大会

新春の市民マラソン入会には多くの市民が参

加、沿道からの声援をうけて健脚を競う。

昭和59年( '984） ｜月撮影
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▲お手まき記念の森

全国植樹祭が行われた会場は、現在では森林浴やアスレチックカ:楽しめる

いこいの森として市民に親しまれている。

昭和62年('987）5月撮影

▲安良川八幡宮の爺杉

推定樹齢約1,000年の国指定天然記念物､市内で殿も

古い木の1つとされている。

昭和59年(1984）7月撮影

慰霊鈴

識

二話垂鷺『 L輔､弓＝5～ー

▲KDD茨城衛星通信所

市南部の高台には衛星j由信で知られるKDD茨城衛星通信Iﾘ↑があり、巨大な

パラボラアンテナ力郵ひときわ目をひく。 平成元年( '989）4月撮影

▲茨城県畳高等職業訓練校（畳工芸美術館）

u本特有の畳文化を生かしたさまざまな三'二芸品が展示されて↓

平成元年( '989）6月撮影

る
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高萩駅畿高戸小浜と万葉の道畿畳ｴ芸美術館釜穂積家住宅と城祉周辺

芸'貴大心苑裟花貫ダﾑと名馬里ヶ渕景鵲土岳と小滝沢ｷｬﾝ場鵠

お手まき記念の森装滝坂広場と滝神社の展望器安良川八幡宮の森識

KDD茨城衛星通信所獣高萩駅
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▲大心苑

研修や総合スポーツ施設と

昭和62年( '987) '2月撮影

県外からもたくさんの人が訪れるL
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誰

せきすい よ ち

▲長久保赤水著「改正日本輿地路程全図」

地理学者長久保赤水は、享保2年(1717)赤浜村(現・高萩市赤浜)の農家に

生まれ、青少年時代は下手綱村の医師兼漢学者鈴木玄淳について漢学を学
はるもり

ぶ。安永6年(1777)水戸藩主治保の侍講となって江戸小石川藩邸に勤める

が、後に「改正日本輿地路程全図」 「改正地球万国全図」を著し、地理学者

として全国に名を知られるようになった。享和元年(1801)85歳で没した。

29



ふるさとを訪ねて
「

たか

高萩市は、遠く万葉の歌人が「遠妻し高にありせば知らずと
たづな き

も手綱の浜の尋ね来なまし」と詠んだように、歴史と伝統の

由緒あるまちである。

韻
束

松岡藩城廊図し

松岡城は別名竜子山城と称し、 その起源は平安時代といわれる。元

(1622)戸沢氏力ざ出羽国へ国替えになると同時に水戸領に編入され、

正の居所となった。明治元年(1868)には松岡藩となり、公称2万5,0

有した。現在の松岡小学校敷地は、図中の練兵場の所にあたる。

｝
木
‐
９
０

▲竜子山城(松岡城)跡

昭和63年( '988) 12月撮影
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q穂積家住宅報

“'扁謡

寛政元年(1789)に建築された建物で、平成元年

（1989）に県の有形文化財に指定された。

昭和59年（ '984） 7月撮影
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ぐ松村任三とその生家
かんせき めいい

『植物採集及び乾措法』『日本植物名彙』など著

し､大正時代に植物学界の第一人者として活躍。

のちに名著『日本植物Ⅸ|鑑』を著した牧野富太

郎も彼の門下生の1人だった｡

昭和6 年（'986）3月撮影
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▲丹生神社の棒ささら

棒の先に1帥子頭を付け、屋台の巾で棒を操り舞うもので

い・ 昭和63年( '988）4月撮影

▲下君田のささら

大塚神社の例祭（毎年9月23日、秋分の日）に五穀豊穣を願って演じられ

るもので、400年あまりの伝統をもつといわれ、市の無形文化財になってい

る。 昭和63年( '988）9月撮影

全国的にも珍し

31



高萩地方の古墳
石滝や赤浜の台地には､円墳や前方後円墳が数多く残っている。

これらは6世紀後半から7世紀に造られたものである。多くの

古墳が群集していた高萩駅付近から発見された人物埴輪「大耳

の男」や、行人塚から出土した「あごひげの男」はよく知られ

燕蕊
駕

灘ている。

鍵

§

？

常簿
。 j←

識

駅認ア
ノ

＃
？~鋪病b乱

銀

▲あごひげの男の埴輪
。『さん

両端が突起した頭IIJ状の帽了.をかぶり、 ノ,泪上

の眉のあたりに直径lcmのイボ、 あるいはホク

ロを表すと考えられる円状の粘土が張り付けて

ある。 ’’は右側の唇が斜め下に曲がり、下唇部

からあごにかけてひげを表す条痕がつけられて

いる。 （ 'ﾘI治30年ｲ1.人塚古墳Ⅱ'!t)

▲大耳の男の埴輪

人耳の男の埴輪は、 ,IF"萩駅近くの占墳から人骨．金環．管玉などと一緒に

出上した。高さ34.5cmの頭部しか現存していないが、笑顔をうかべた表|冑

と耳が大きくつくられているところに特徴がある。
しかいばら

（明治33ｲ|具向原古噛出土）

q小場遺跡

常磐''1動車道の建設に伴い、昭和59年(1984).に

一部発掘調査を1｣:った｡繩文時代中期から晩期

(4,500～2,30()ｲ|:. |111)のものとみられ、州石遺構

や住居跡、土坑、溝などのj堂構とともに土偶や

石剣・石棒、注1 1t器などが多数出tした。

昭和59年( '984) '2月撮影
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赤浜4号古墳と発掘（上下2枚とも）し

昭和36年(1961)の産炭地域指定による松久保］

業団地造成に伴い、 45年に発棚調査を行った。

昭和45年( '970）8月撮影
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▼琵琶墓古墳

市内最大の前方後円墳で、私たちを古代のロマ

ンへいざなってくれる。

昭和62年('987） ｜ 月撮影
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▲向洋炭鉱

昭和16年(1941)山一炭鉱が開鉱、 27年に宇部興産が買収して向洋鉱業所と

なったが、 34年には独立して向洋炭鉱と呼ばれるようになった。写真中央

に坑口が2つ並んで見え、 その近くには選炭場とズリ山、貨車による石炭

積出場も見える。正面近くに事務所・会館・病院、その周辺に住宅を配置

するなど、機能的に結びつけられている。 43年に閉山したが、その後は向

洋台(住宅)団地として生まれ変わり、炭鉱の面影は見られなくなった。

昭和31年(|956)8月撮影

q高萩炭砿

写真は、現在大心苑本館が建っている場所にあったズリ山から東方を見た

ものである。高萩炭砿㈱は昭和15年(1940)に設立され、千代田坑、北方坑、

手綱坑、関口坑の採掘を一手にまとめ、高萩地方はもとより県北の炭鉱の

中心的役割を果たしてきた。 しかし30年以降の石油エネルギーへの移行に

よって、 42年2月に閉山を余儀なくされた。 この地は現在、スポーツ・レ

クリエーションセンター「大心苑」に生まれ変わっている。

昭和41年( '966) ｜ |月撮影
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炭鉱の変遷
高萩地方で石炭採掘がはじめられたのは、嘉永4年(1851)ころ

といわれる。本格的に会社経営としてはじまったのは明治20年

代以降で、 24年(1891)に手綱炭鉱、翌年千代田炭鉱が開鉱し、

日清・日露の戦争を契機として、日本の工業の発達とともに石

炭産業も発展した。

▲関口炭鉱選炭場

関口坑は大正5年(1916)に開かれ、景気が良く

なると、選炭場では人手不足を解消するため女

子も雇った。写真前l1の子どもたちは、 まだ小

学5， 6年生であろうか。

大正5年( 916)ころ撮影
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q清田炭鉱

現在の千代田に、明治24年(1891)に手綱炭鉱、

翌年千代田炭鉱力ざ開鉱した。 27年には千代田炭

鉱と手綱炭鉱力ざ合併、軽便鉄道を敷設するなど

近代経営をめざしたが、景気変動と不況の波に

経営難をきたし、 43年に清田房次郎によって買

収されて清田炭鉱と改称した｡

大正5年( '916)ころ撮影
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慰蕊
麹

q茨城採炭社宅

千代田炭鉱は大正10年(1921)、茨城採炭㈱に合

併される。明治から大正期にかけては経営者力：

めま〈･るし〈変わった時代であ

大正'0年( '921 ）ころ撮影
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蟻常磐線の開通と炭鉱

手綱炭鉱軽便鉄道し

手綱炭鉱は高萩駅開設前年の明治29年(1896)に

軽便鉄道を敷き、常磐線開通とともに大量の石

炭を京浜地区に輸送した。 この写真は、現在の

川側付近を千代田へ向かう空車である。

大正'2年( '923年)撮影
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▲松岡村古地図

松岡村誌に掲載されている大正2年(1913)作成の地図である。北は南中郷

村、南は松原町に接している。手綱炭鉱の軽便鉄道は、千代田から川側、

現在の土木事務所、枡形を経て駅と結ばれていた。
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q向洋炭鉱の石炭積み出し

向洋炭鉱から石炭を積み出し、駅へ向かうとこ

ろ。 この積み出し石炭ボケ‘ソトは、現在の向洋

台団地の県道沿いにあったが、今は埋め立てら

れてその面影はない。昭和37年('962)ころ撮影
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▼石炭を運ぶSL

駅へ向かう石炭列車。機関車の前には3人の見

張りが乗り、 レールの点検や-子どもに注意しな

がら時速30～40kmで走った。昭和20年(1945)に

常磐線軌道と同じレールになり、大量輸送に役

立ったが､炭鉱閉山とともに45年に廃止された。

昭和37年(1962)ころ撮影
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霧戦時体制下の炭鉱
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▲千代田炭鉱坑内の勤労報国隊

戦中、戦後とも、石炭の増産は国策として進め

られた。勤労報国隊として炭鉱に来ていた人た

ちの中には、食料の特配もあったため、戦後も

そのまま住みついた人力§いたという。写真から

女子も坑内作業に従事していたこと力管わかる。

昭和'8年('943)ころ撮影

山一炭鉱と勤労報国隊し

山一炭鉱は太平洋戦争がはじまった昭和16年

(1941)に開鉱した。写真は、戦争力､激しくなる

につれ、増産体制の下に勤労報国隊として動員

された人たちである。労務課長が車服姿で生産

の指導にあたっていた。昭和'9年( '944)撮影

麹

郵詮齢幸
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蟻戦後の炭鉱の繁栄
qダイナマイト穴掘り作業

地下300mの坑内で、岩盤に穴を開けてはダイナ

マイトを仕掛け、岩や石炭を崩しながら前進す

る。昭和31年( '956)8月撮影

蕊 ▼炭鉱の盆踊り

戦後の炭鉱好景気によって労働者にもゆとりが

生まれ、盆踊りや運動会が炭鉱あげて盛大に行

われるようになった。昭和26年(1951)撮影

印ﾛ 沖

1 "鱒
一悪語～
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向洋炭鉱賃金要求貫徹集会惨

昭和27年(1952)に宇部興産が山一炭鉱を買収

し、その後向洋炭鉱となった力ざ、労働組合の組

織化に伴い、労働者の生活改善・向上をめざす

賃金交渉ストカざ盛んに行われた。

昭和27年(1952)撮影

▲島名坑内に入る人車

人車・炭車は地~上の巻上機を操作して上下させ

る。坑口の上に「坑内禁煙」 「保安第一」の渭板

力:見えるが、坑内で一番怖いのはガス爆発と出

水、 それに落盤であった。

昭和31年( '956)8月撮影

42



司第29回メーデー

生活向上と賃上げ闘争を併せたため、働く女性

もデモに参加するようになった。

昭和31年('956）5月撮影

▼島名坑の坑内見学会

夫の働いている坑内はどんなところだろう、

坑内見学会が開かれた。

昭和35年( '960)撮影

と
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給料日惨

汗を流し､命がけの坑内作業で得た賃金。 この

金のために毎日働いてきたのだ、 という喜び。

「今日はうまいものでも…･…」 と考えているの

かも知れない。昭和30年( '955)ころ撮影

▼給料日の出店

炭鉱の給料日をねらって露店が立ち並ぶ。主婦

たちはこの日を侍ちわびたかのように日用雑貨

を買い、子どもたちにとっても食べ物やおもち

ゃを買ってもらう楽しい日であった。

昭和30年('955)ころ撮影
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q高萩炭砿のズリ山

炭鉱の象徴であるズリ山は、高くなるほど炭鉱

の繁栄を表していた。手前に積まれた木は坑内

の支柱にする坑木である。 このズリll Iは閉山後

整地され、下の写真のように市営野球場となっ

た。 昭和41年( '966）5月撮影

▲市営野球場の建設

高萩炭砿は閉山後ただちに経営転換を図り、炭鉱跡地は大心苑として生ま

れ変わった。ズリ山はすべて崩され、写真正面の高台に本館を建設。 10077

m2の広大な土地にｽボｰﾂ施設や研修施設をつくった。手前に見えるのは

ズリl1｣跡にできた市営野球場である。昭和47年(1972)2月撮影
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;馬市から牛市へ
江戸時代にはじまった馬の放牧は、昭和初期には高萩地方の主

要な産業に成長した。これは当時、馬が農耕馬や軍馬として数

多く利用されたためで、飼育が盛んになるにつれて馬市も盛大
いち

になり、市のある日には露店・サーカス・演劇などが開かれて

多くの人々でにぎわうようになった。

籍馬市風景

▲せり市

昭和30年(1955)ころまでは馬のせ'ﾉ頭数も多く

にぎやかなﾙｳ市であった。

昭和30年( 955）3月撮影

昭和初期の馬市し
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▲茶わん酒て､の別れ

茶わん酒でｲf馬との別れを'|併しむ姿もみられ

た、 昭和30年( '955） 3月撮影
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●高萩小唄は昭和6年(1931)ころに作られ、

ちにはこのメロディーがあふれた。
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鵜駅周辺と売られていく馬

・馬｢'1の看板が出て、駅も遠くの町や村から見

物に来た家族連れでにぎわいをみせている。 （3

枚とも） 昭和30年( '955）3月撮影
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q市場でせり落とされた馬は、駅前通りを新L

い飼い主に引かれて貨車に乗せられていった。

昭和30年( '955）3月撮影
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霧なつかしい馬市の出店
塾
瀕
篭
だ馬市は関東・東北地方一円から仲買人が集まり、連日にぎやか

であった。農家の人々はこの日を待って、 クワ、スキ、 カマな

どの道具や日用品などを買い求めた。 また子どもたちにとって

も、サーカスを見たり、金魚すくいやおもちゃを買ってもらう

など、何より楽しみな日であった。

《

▼農業用品、 日用品を求める人たち

昭和30年( '955）3月撮影

灘蕊
叢
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▲見世物に集まる人々昭和30年('955)3月撮影

蕊
箪鍛……急

▲金魚すくいを楽しむ子どもたち

昭和30年( '955）3月撮影

▲馬市見物の人々昭和30年('955）3月撮影
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籍さよなら牛市
昭和35年(1960)に黒牛250頭を導入して以来､年々飼育頭数が増

え、馬市に代わって牛市が開かれるようになった。 しかし、年

ごとに盛大になり市民から愛されていた牛市も、市場の大型化

のため高萩家畜市場が大宮家畜市場に合併されることになり、

62年8月の牛市が最後となった。

鱒聯
●弾

鯉

鍵霞

篭
朝輔融

晶弗胃

~

識

湖､懲磯 議驚

▲最後の仔牛のせり市風景昭和62年( '987)8月撮影

q黒牛導入昭和35年( '960)5月撮影
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司牛と子とゞもたち昭和47年('972) ｜月撮影

最後の牛市を終わって昭和62年('987)8月撮影惨

▼手塩にかけた自慢の牛昭和62年( '987）8月撮影
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その他の産業
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▲製塩工場

明治中期から近代的な製塩業ｶｮ営まれるようになり、栃木県方面まで販路

をもっていた。石炭を燃料にしたので、低価格で製塩できたという。

昭和初期撮影

､

蕊

▲秋山レンガ工場跡

県内で最も早くから開始されたレンガ製迪は、時流にのり東京方面に販売

していたが、 その後の建築様式の変化などにより次第に衰退した。

昭和55年(1980) | 月撮影
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▲昭和人絹高萩工場

昭和11年(1936)に昭和人絹(株)が工場を建設、

操業を開始したが、 その後、戦争などにより11il

腱か経営がかわった。 昭和1 1年( |936)撮影

￥

：

；

▲日本加工製紙高萩工場

昭和29年(1954)、昭和人絹のあったところに高

萩パルプ(株)が工場を建設、操業をはじめた。

現在は日本加工製紙(株)高萩工場と改称され、

｢11の基幹産業となっている。

昭和63年( '988） ｜ 月撮影

RR
JJ



q植林する大能婦人会

蹄人会の資金づく りの1つとして、国有林の柚

え付け作業もした。苗の入ったビクを背負い、

ビクのわきから1本ずつ出して急斜面に植えて

いった。昭和40年( '965)ころ撮影

q伐採風景（上下2枚とも）

高萩の林業は、戦前から盛んであった力ざ、戦後

は建設資材としての木材需要力：急増し一段と活

発になった。昭和43年の高萩営林署登録の業者

の4割以上が市内の木材業者であったことから

も、林業の降惟がうかがえる。

昭和39年( '964) '0月撮影
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▲しいたけ栽培

「しいたけ」や「なめこ」などのきのこ栽培&

盛んで、市場へも出荷している。

平成元年( '989） 8月撮影

▲製材所風景

市域の約8=llbf山林である高萩市は、製材所｛

多く 、優良材を産出している。

平成元年( '989） 7月撮影

▲木炭の生産
みちかわ

福平地区では、木炭の増産を図るため、県や林業指導所から「路川式改良
窯」を用いた製炭技術の指導を受けていた。 昭和29年( '954)8月ころ撮影
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q田植え

職時中の田植えは、男子の出征によ')婦人中心

の共同作業であった｡ほとんどが手作業のため、

長時間労働力ざ常であった。

昭和'7年( '942)撮影

安良川新町付近の荷馬車伝

戦後になるとゴムタイヤの馬車が使われるよう

になり、木材や木炭などを運んでｲ1冒計をたてる

人も多くなった。昭和30年( '955)ころ撮影

『

qたい肥運び

秋の麦まき時などには、馬に「荷く,ら」をつけ、

両方の「タレビク」にたい肥を入れて運んだ。

昭和'3年( '938) '0月撮影
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ぐ桐下駄製造

下駄の生産が盛んだったころには、本町でも 下

駄の素材を積み重ね、乾燥させる光景が見られ

た。昭和28年( '953)ころ撮影
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松岡農協パン焼き工場し

松岡農業協同組合では合併前からパンエ場をも

ち、学校給食などにも利用されていた。

昭和30年( 955)ころ撮影
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▲高萩町の焼け跡

昭和20年(1945)7月19日の焼夷弾攻撃で焼失した町も、終戦後1年余り過

ぎたこのころになると、焼け跡にバラックが建ちはじめた。 21年の12月に

は戦災復興事務所が設置され、本格的な復興事業が開始された。罹災戸数

572戸、罹災人数2,372人(死者2人)で人口の16.01%にあたった。

昭和21年(1946) '0月'0日撮影

61



町並み

籍高萩町の焼け跡
昭和20年(1945)7月19日の夜､米軍機による焼夷弾攻撃を受け、

春日町と本町・大和町の一部ｶゴ焼失し死者2人を出した。 ここ

に掲載した写真は、空襲翌日に現在の市川スタジオ前から各方

向を撮影したものである。
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霧

》
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写真後方に見える建物のあたりが本町通り惨

q手前､市川写真館跡から駅前通り方向を見る。

後方左側から松屋洋装店、藤枝印刷所、右方に

は日本耐火工業の煙突が見える。
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鱗市制施行当時の町並み
市制施行当時の高萩駅と駅前のようすである。高萩駅は明治30

年(1897)の開業当時とほとんど変わっていない。駅前通りを歩

く人たちも着物やモンペ姿が多く、 ジャリ道には自動車も見ら

れず、ひろぴろとしていた。

▲木製の公衆電話ボックス(駅前） 昭和35年( '960)ころ撮影

▼駅前通り（|日高砂町） 昭和29年( '954)8月撮影
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q高萩駅昭和29年( 954）8月撮影農

▼駅前通り（旧旭町） 昭和29年( '954）8月撮影
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市制施行の年の市内のようす。当時は自動車の数も極端に少な

く、交通手段はもっぱら運行回数の少ないバスと自転車であっ

た。荷物については主に荷車・ リヤカーが使われ、大きなもの

は馬車で運んでいた。
▼本町通り（旧北町） 昭和29年( 954)8月撮影
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q川側（松岡郵便局）周辺

閑散とした風景ながら、長屋造りと道に沿って

玄関口を楡えたこれらの家から、 当時のにぎわ

いを思い起こさせてくれる。

昭和29年( '954）8月撮影

▼北方郵便局周辺

右に見えるバスの後方が北方郵便局。高萩駅か

らのバスの終点にあたり、交通の要所であった。

烏曽根・大能方面は徒歩だけが頼りであった。

昭和29年( 954）8月撮影
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f 『かた

q枡形

現在この写真の後方には高戸大橋力:架かり、 よ

うすが一変している。写真左側のⅨ家には、 ′|製

かしいつるべ井戸が見える。右側の倉庫は松岡

農協のもので､現在もそのまま残っている。

昭和29年( '954）8月撮影
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松岡町役場前通り(松岡農協付近心

茅ぶきと杉皮屋根の民家などが見える松岡町役

場付近である。 3カ月後に「高萩市」誕生を控

えて‘|亡しいころであったろう。

昭和29年( '954）8月撮影

▼昭和初期の川側周辺

穂積酒造店発行の絵ハガキである。写真右｢|'央

の穂積家では、 当時「松の月」の銘柄で清酒を

造っていた。 昭和5年( 930) 2月撮影

篭驚
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鯵市制施行10周年ころの町並み

溌霧 砿
蕊蕊ｩ瞥灘覇3､

鷲奪舜&軍 蕊

▲高萩銀座街

木造建ての低い建物ばかりであった。

昭和35年( '960)ころ撮影

昭和35年( '960)ころ撮影’
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q市制施行10周年を祝う行列

市制施行10周年を祝った行列が、春日町にあ

た踏切を通って東地区へ向かうところである

写真奥に見える大きな建物は松風館。

昭和39年( '964)撮影

▼本町通り

道路沿いに見える白い建物は常陽銀行高萩支

店。ほかに大きな建物は見られなかった。

昭和35年（ '960） ころ撮影
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思い出の建物

識
▲高岡村役場

明治22年(1889)に5村l新田が合併してii#i岡村が誕生、現在の若栗郵仙局

近くに村役場が建てられた。写真は大正14年に行われた第2回国勢調査の

際の役場前での記念写真。 大正'4年( |925)IO月撮影
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q多賀郡役所(現在の県合同庁舎敷地）

明治29年(1896)に建てられた郡役所も、郡制廃

止の大正15年(1926)以降は、町村会館として講

習会や各種会議に利用された。写真は松原署管

蕊蝉蠅

瀧翁

内理髪講習会での記念写真である
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鱒
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高萩町役場前での国勢調査関係者の記念写真で

ある。この建物は市制施行後も新市庁舎ができ

るまで使われ、現在は商店(ダイボシ）となって

残っている。 昭和'5年('940)撮影
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松岡町は昭*Ⅱ3年(1928) 4月17nに町制施行。

人物の後ろにわずかに玄|判が見える。

昭和'0年( '935)撮影
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q高萩警察署

設問当初は現在のNTT高縦支店あたりにあっ

たが､昭和28年(1953)に東木町の国道沿い(現在

の消防署)に移拡､その後56年に現在地に再移転

した。 昭和29年( '954）8月撮影

高萩土木事務所し

東本町の国道沿いにあった土木事務所。昭和53

年(1978)4月には､下手綱の現在地に移転した。

昭和29年( '954）8月撮影
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q高萩税務署

昭ｲ|]42年(1467)に日立市へ移転するまで、県北

の主要機関であった高萩税務署。跡地は高萩陸

橋わきの市営1駐車場となっている。

昭和29年( '954）8月撮影
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…
q高萩営林署

本町にあったころの高萩営林署｡この地は現在

第一幼稚園になっている。

昭和29年( '954） 8月撮影
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▼上手綱郵便局

大正時代の上手綱郵便局で、川側橋の北側にあ

った。 大正時代撮影
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▲高萩郵便局

明治末期に建てられた局舎で、約60年使われた

後、昭和41年(1966)7月に現在地に移転した。

もとの局舎は、現在も飲食店(あづま鮨)として

使われている。 昭和29年( '954）8月撮影
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▲松風館

現在の春日町公園のあたりにあった割ぽう旅館。周囲には松林や田畑が広

がり、太平洋を望むことができる、 当時としては高級な旅館であった。

大正初期撮影
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▲蓬莱館

現在のビーチガーテ．ンから高戸にいたる松11 1の上にあった明治後期の蓬莱

館で、横山大観・岡倉天心・野l l雨情らの文化人をはじめ、政財界人も多

数利用した。 明治後期撮影
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▲白木屋

隣の松野屋とともに宿場町として栄えたころの名残りを感じさせる建物て

あったが、近年、近代的な建物に建て替えられた。

昭和50年('975) '2月撮影
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▲大正時代末期の松原町

灘＃

､撫

恩
＝＝鳶閏－－畠塞二_‐や

ｒ》

凸

１

，

鐸
恩一弱皐患鍾固…~

～

縢
一

ー再認

嶺 ー－1
－

、＆1
j 鳶
一

－

…

▲ヒカリ座昭和29年( '954) ｜ ｜月撮影
蜀鋒一一

ー

屋一

診;筆
－〒
－q←

'1
¥蕊手胃壽－－－－苧一一一塔

灘 諺
認
識
散"|||"|日

｜
奄
蓉

壷

鴬
鞠騨ﾔ

蟻
篭 難

＆
蕊
一

誇
…鐘

譲箪

灘瀞蜂鳶

鰯 ▲高萩市公会堂

市内には、 ヒカリ座、中央劇場、高萩劇場の3軒の映画館があった。高萩
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:交通
露蒸気機関車から電車へ

蕊蒔坤,

▲にぎわう高萩駅

馬市などがあると、近隣ilj町村からも多くの

人々が集まった。昭和30年( '955)撮影
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q赤浜トンネルを出るC50重連

赤浜トンネルの途中で上り坂が終わるため、蒸

気を止めて惰性で高萩駅へ入ってくる｡

昭和36年('961 ）ころ撮影
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▲電車開通

鉄道は急激な流通経済の変化を反映して、それ

までの蒸気機関車から電気機関車へと高速化の

時代を迎えた。電化により上野駅までは、約1

時間短縮された。昭和37年('962) '0月撮影

帯 蕊獅鋤鼠蕊 "恥#

鰯

q高萩陸橋

高度経済成長とともに訪れた自動車普及の波

は、道路整備に急激な拍車をかけた。この陸橋

は昭和35年12月に完成し、国道と市内の道路と

の一体化が図られた。昭和35年( '960)撮影
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瀧道路と橋
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▲花貫橋

n立方面から高萩市街へ入る唯一の道であった旧国道6号に架かる花貫橋

は、昭和3年(1928)にコンクリート橋になった。 しかし、車両の重量化、

大型化に伴い老朽化したため、現在新しい橋を建設中である。

昭和54年( '979）7月撮影

綴『輔

裁

鴬

▲磯馴橋

海水浴や磯遊びが擬んに1『われたころ、必ず通る橋が関根川に架かる磯馴

橋であった。現在は少し上流に新磯馴橋が架かI) 、 ビーチガーテ､ンや高戸

方面への通行の重要な役霄||を紐っている。 昭和24年( '949)ころ撮影
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▲赤浜燧道と国道6号

右のトンネルは旧国道6号にあった赤浜燧道、左のトラ

方が現在の国道6号である。燧道は土盛りして閉鎖され、

られようとしている。 昭和44年('969）9月撮影

クが走っている

人々から忘れ去
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小型三輪自動車し

自動車産業の興隆とともにいろいろな車が登場

した。なかでも小型三輪自動車は便利な車とし

てもてはやされた。 昭和52年( '977) '0月撮影
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▼高萩陸運

自動車の少ない時代の運送業は、華やかな職業

だった。高萩陸運㈱には運送用トラックのほか

に､写真のようなフォード社製乗用車もあった。

昭和29年( '954)8月撮影
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▲日立電鉄高萩営業所

市内の主要道路交通の担い手だったの力欝日立電

鉄。営業所は駅前の時もあったｶ㎡、写真は現在

地に移ってからのものである。

昭和29年( '954）8月撮影

▼国鉄バス高萩営業所

| 1立電鉄と同じく市民の足となって活躍した圧｜

鉄バス(現･JRバス関東)。突き出たボンネット、

可倒式方向指示器など力罫当時をしのばせる。

昭和29年( '954）8月撮影
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▲女子青年団の勤労奉仕

戦争の長期化に備えて、防空壕構築の勤労奉仕

を行う高萩町女子青年団｡昭和20年(1945)には、

空襲も激しくなり、高萩町内だけでも41か所の

横穴防空壕が掘られた。

昭和'8年(1943)8月撮影

海水浴し

昭和初期に高戸の小浜海岸で海水浴を楽しむ

人々の姿。昭和初期撮影
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▲出征風景

戦前から文化・娯楽の殿堂であった開明座の前

(上)や駅前(下)からも、戦中になると出征して

いく若者の姿が見られるようになった。

昭和'8年( '943)撮影
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籍住民の生活

篭
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▼防空演習(上下2枚とも）

本土決戦の危機感と、たび重なる空襲により、

防火演習は円ごとにその重要性を増してきた。

この主役は、写真からもわかるように婦人たち

であった。バケヅとモンペ姿力ざ、 当時の婦人の

生活を写している。昭和'9年( '944)ころ撮影

鰯
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愛
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▲田植え奉仕

松岡町では出征した家に中学生や町民が田植奉

仕をして援助した。昭和17年( |942)5月撮影

▼高萩町町民運動会昭和4年( '939) | |月撮影

……省…?､“惑雛
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▲戦時中の

石滝共同作業炊事場

昭和'7年('942)ころ

撮影

鳶驫畿｡｡ ‘ ”

…
壷患 ・
圭

当 』￥

ず ‘蕊簿。

灘

琴
悪
淫
毎
Ｆ
画

悪

熟必謹』 錘
恥

驚蕊

影
岳

師

渉

鰐

鑪羅 鴛霧

鑛驚

霞、§
迩郷．

罫

~

霧

▲花見

滝神社境内での花見風景。戦後も10年たち、友人・知人と花見で楽しいひ

とときを過ごす余裕がでてきた。昭和30年(1955)4月撮影
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▲素人演芸の笠おどり （上下2枚とも）

向洋炭鉱で行われた素人演芸と、見物に集まった人々である。炭鉱や青年

会などでは、正月や盆、お祭りの時などに、広場に仮設舞台をつくり演芸

会を開いた。当時は、 こうした演芸や映画か娯楽の中心であった。

昭和31年( '956)ころ撮影
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蕊市制施行祝賀祭
昭和30年5月3日から3日間、市制祝賀式典を

はじめ、市内各地でいろいろな祝賀行事が開催

された。地域から、職場から、多くの人々が参

加し、高萩市民としての喜びを分かち合った。

この時の高萩市の人口は約3万’千人であつ
÷盃
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▲市制祝賀式典(高萩高校）

昭和30年( '955）5月撮影

▲ちょうちん行列昭和30年( '955)5月撮影
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▲炭鉱の人も祝賀祭に参加

昭和30年('955）5月撮影

q児童公園での祝賀演芸会

昭和30年(1955） 5月撮影

襟
▼市庁舎竣工式

市制施行後、田んぼの中に当時としては近代的

な建物だった庁舎が完成。昭和33年(1958) 8月

に竣工式が行われた。

昭和33年('958） 8月撮影
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q市制祝賀のまちのようす(左下2枚ともに）

公園や広場には、各町内から出た山車やサーカ

スを見物しようとする人で人垣ができた。子ど

もたちは綿アメやアイスキャンデーをなめなが

ら見物していた。昭和30年(1955) 5月撮影

▼駅前通りの七夕

駅前商店会では､販売促進とPRを兼ねて七夕ま

つりを開催した。それぞれの商店が競って飾り

つけに工夫を凝らし、大いに盛り_'二がった。

昭和29年( '954)ころ撮影
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q市制施行10周年祝賀祭

祝賀祭のまつ')の行11が駅前にさしかかったと

ころ。

昭和39年( '964）4月撮影

▼桜まつり

駅前のj由りでは、各町内会の踊りなど力ず披露さ

れた。
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▼茨城国体の炬火'ノレー

第29回国民体育大会が茨城県で開かれ、高萩市

では一般準硬式野球競技が繰り広げられた。

昭和49年( '974) '0月撮影
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▲第27回全国植樹祭「お手まき行事」

下手綱の植樹祭会場は、現在、森林公|蘆|と

開放され、市民の憩いの場として親しまれ

る。 昭和51年( '976）5月撮影

して

てい

▼安良川八幡宮の千年祭

寛fⅡ元年(985)に創建されて以来､地域住民の心

のよりどころとして栄えてきた八幡宮。 7年ご

とに大祭も行われている。

昭和60年( '985）4月撮影

▲第5回高萩市民まつり

昭和49年(1974) 5月には｢高萩市民ばやし｣｢高

萩市民の歌｣もでき、市民参加によるまつりもい

ちだんと朧んになった。

昭和50年( '975） 7月撮影
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教育
戦時中の子どもたちの教育は、愛国心

の高揚と併せて、国づくりのための丈

夫な体づくりが中心であった。水泳訓

練や乾布摩擦など、四季折々の自然の

中で、たくましい子どもを育てる教育

が重視された。

▼乾布摩擦（高萩小）

昭和'8年('943)ころ撮影
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q水泳訓練（高萩小）昭和'8年( 943)夏撮影

▼馬市場でのラジオ体操

昭和'8年( '943） 8月撮影
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▼健康診断（高萩小）戦時中に撮影
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q肝油の配給（高萩小）

食料事情も日増しに悪くなり

る栄養補給や定期健康診断が

長に欠かせない状況であった

戦時中に撮影

； 鐙 肝油の配給によ

子どもたちの成

整醍

清掃作業（高萩小)し

戦時中に撮影
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高鑿簔薑

大正15年(1926)の火災の後に建てられた校舎

は、昭和51年(1976) 7月に現在の鉄筋コンクリ

ート建て校舎力罫できるまで使用された。

▼平成元年( '989）7月撮影

▲昭和3年( '956）4月撮影
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錘舗錘誕大正2年(1913)5月に新築開校した松岡小学校

は、昭和39年(1964)に鉄筋コンクリート3階建

て校舎になるまで､増築しながら使われていた。
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▲新築開校した松岡小学校大正2年( '913） 5月撮景
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q平成元年( 989） 7月撮影
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秋幽小学較

昭和57年(1982）8月、鉄筋コンクリートの新校

舎が完成し、木造校舎は姿を消した。木造校舎

は炭鉱全盛のころのものである。

▲昭和33年( '958) '0月撮影春
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▼横/"小学校・横ﾉ"中学校

横川小学校は平成元年(1989）4月廃校になり、君田小学校へ統合。横川中

学校は昭和32年(1957)高萩中学校に統合され、 スクールバス通学となっ

た。 昭和44年( '969）3月撮影
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霧
君田小･中学校

昭和54年(1979）4月、 イキ田'+'学校校舎が完成し

移転、翌年4月には上君田小学校と下君田小学

校力ざ統合し、君田小学校となって現在地に移転

開校した。平成元年(1989)には、横川小学校も

君田小に統合された。

▲平成元年( '989）4月撮影
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坤伽，
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昭禾II35年(1960)4H新設開校。開校とともに花

貫中学校･若栗中学校を廃止して教場としたが、

花貫教場は37年に廃止された。

麺

蟻』 ．鴎霧惑へ醤簿『華悪謝金q
輯…

▲秋山中学校昭和51年( '976)4月撮影

花貫中学校新築工事昭和23年( '948)撮影レ
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識鍵驚 獺

昭和40年(1965)に秋山中学校若栗教場を統合。

現在の鉄筋コンクリート3階建ての校舎は60年

に完成した。
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等_秀 多〆_昭和3年(1928）4)1、松原実科高等女学校とし

て開校。 23年4月に高萩高等学校となる。約60

年の歴史と伝統をもち、 「至誠、勤労、 自治｣の

校訂||のもと、学力、体力の向上とともに心豊か

な人間性の育成に努めている。定員は全H制普

通科893人、家政科141人、定時制普通科160人。

(平成元年現在）
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昭和38年(1963） 4月開校。県下に誇る実習施設

をもち、 「より強く、 より高く、 より広く」をモ

ットーに広い教養と人間性を培っている。定員

は504人で、機械科と電気科に分かれている。

(平成元年現在）
高萩工業高篝学較

▼平成元年( '989）8月撮影
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昭和50年(1975)4月開校。 「協和、至誠、創造」

の校訓|のもとに、 自主的、 自律的な学習活動と

調和のとれた人間性の育成をめざしている。定

員は全日制普通科846人。 （平成元年現在）
学校溌丘高等

▼平成元年( '989） 8月撮影
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資料・年表編

高萩地方の町や村の移り変わり

明治22年 昭和'2年昭和3年 昭和29年 平成元年
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地勢・風土
高萩市は茨城県の北來部に位置し、東は太平洋に面し、西

は阿武隈山系南端の多MI!山地か連なっている。北部は福島県

東白川郡塙町、茨城県北茨城市、南部は十王町、西部は里美

村に接しており、首都東京から150km閏、県庁所在地の水戸市

の北約45kin、工都日立市の北約17kmの地点にある。

面積は193.80km』、東西17.6km、南北20kmで、県内市町村の

中では大子町、つくば市に次ぐ｡広さを持ち、県土の約3.2％を

占めている。 また、市域の約85％が山林原野などで、耕地面

積は1,086ha (田739ha、畑347ha)で､ある。

気候は、東日本型気ｲ|炎に属し、太平洋に面しているため、

県内の|ﾉ､}陸部に比べると冬は桐_雌で夏は旅し〈なっている。

なお、 山間部は海抜30()～500mという地形条件により、海岸

部よ')年平均気温が約2度低い内陸気候を示している。
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教育

幼稚園

財政平成元年度一般会計当初予算

歳入 (単位：千・円） 1日現在|ﾑ成元年

款
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本年度予算額
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8 産炭地域振興臨時交付金
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11 国庫支出金

12 県 支 出 金

13財 産 収 入

14寄 附 金

15裸 入 金

16線 越 金

17諸 収 入

18市 債

０
７
０
０
６
５

２
４
０
１
２
６

３
３
７
１
６
６

５
６
０
６
８
１

８
９
３
８
５

１
８
２

０
３
６
４
２
９

６
０
３
４
６
７

７
５
０
９
９
７

４
２
１
５
７
９

２
０
２
４
３

１
２
８
３

小学校
ド成兀全

口1H1■1 Pノ

同上口秒也イ｛

学 児 教
名 称 所在地 級 童 員

数 数 数

高厳,'､学絞紙安良川 29 837 35

紘山,'､学校舗島名 28 1,037 35

松岡小学校大字下手綱43 16 536 21

束小学校有明町1 141 19 679 25

君田小学校|大字下君田682 3 36 6

7，005 52 6，953

2 113,301 4113,299

114,205 103,700 10,505

224，831 218，048 6，783

655，030 476，800 178,230

979,000 1 7,287,000 692,000

資料：学校基本調査

I

中学校
､}え成j厄年5月1日現ｲI。△

ロ 計 ７

l差 児 教
名 肋｛ 所在地 級

数
員
数

重

数
歳出 単位：千円

高萩中学校高浜町1 77 22 865 37

秋山中学校大字高萩273 16 584 28

松岡中学校大字下手制4 7 268 14

君田中学校大字下君田682 2 21 12

本年度予算額前年度予算額 比 較構成比(％）

165,553 154,366 11,187 2. 1

1,039,004 879,949 159,055 13.0

1 ,263,546 1,221,900 41,646 15.8

777,936 542,681 235,255 9.7

前年度予算額 比 較款

l 議 会 費

2 総 務 費

3 民 生 費

4 術 生 費

5 労 働 費

6 農林水産業費

7 商 工 費

8 土 木 費

9 消 防 費

10教 育 費

11 災害復旧費

12公 債 費

13子 備 費

貴料：学校基本調査

△15，306 0．5

108,114 8.4

68,290 1.9

△18．784 18．5

高等学校37,121 1 52,427

668，278 560，164

152，867 84，577

1,472,666 1 ,491,450

昭和63年5月1日現ｲI

』
今
１
Ｊ

△
エ
ロ
叫
出
叩

再 つ

疋 教
生徒
総数

時
制

員
数

|〆 今卜
zJ

県立高秩
高等学校

県立高萩工
業高等学校

県立松丘
高等学校

３
３
９
９
Ｏ
４

Ｌ ３
３
１
９
０
４

１
１
１
６
４

０８

６
５
０

０
９
２
９

０
５
２
５

５
３
２

８
７
８
３
Ｌ
４
７
０
３
ＯＬ

U

９
３
’
２
７

４
３
１
ｎ

ｌ

ｌ

１
８
２
７
１

９
６
１
５

０
３
４
１

２
０
０
９

９
６
９
５

３
０
８

１

804 804 41

27,176

△834

登料：各高等学校,洲介

１
５
０

４
８
０

２
９
０

３
９
７

６
５
８

８
２ う92．000 100．(）計/へ

ロ 7，979，000 ７ 1
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産業

産業別就業者数(15歳以上） 昭和60年10月1日現在（単位：人） 農業

農家人口・專兼別農家数業分類

農業

林業・狩猟業

産 就業者数小計 総計

1,425

1,613
184

各年2月1日現埖

農 家 数 （戸）
口

総撒篝雑業農家兼業農家
第一種 第二種

19 1,600 255 600 745

03 ］’460 ］52 496 812

54 1,383 115 315 953

75 1,330 126 286 918

02 1 ,304 121 239 944

71 1 ,257 154 134 969

54 1．210 164 185 861

年次総人口 農家人
第一次産諜

（10 ()％）
漁業・水産養殖業 4

鉱業 10

(昭和） （ノ (人）

年
年
年
年

１
６
１
６

４
４
５
５

１
５
５
２

７
７
５
６

５
５
１
５

２
ａ
Ｌ
２

３
２
３
３

６
１
３
８

８
７
６
５

；
６

Ⅲ
ｑ
／

２
５
７
４
〆
４１４

９
３

４
５
６

４
７
６

ｑ
ｆ
９
１

－
５
２

第二次産謝 建設業

製造業

卸売小売業

1ハ 『､1ハ

上0，乙』U

金 ,杣保険業 年
年
年

８
１
３

５
６
６

６
３
１

５
５
５

３
８
９

３
６
９

３
０
８

３
４
４

３
３
３

６
１
２

３
５
３

２
ＯＬ

動産業

'陥通信業

不
‐
連 7．376

第三次産業
電拭'竜誠 ･力"ス･水道 54 （455％

サービス業 2,891

資料：茨城県農業基本調査

専業・兼業別晨家数の推移
公務 149

－
ｌ

ｌ

昭和41年
分類不能の産業 8

資料: III勢洲沓

産業別就業者の推移 46年

昭和35年

”に空‘ ｜
', ,I

l蕊灘灘識I
I ／

|，ﾖに唾， ｜
、 ，′

際撚謝
'， '

|耐■1℃掘I

8．3 22．8

、稀醗堵織亜や

鱗謝9通》

蕊韓9:､3

蕊駕

心③癖、

２．
１

13.§6 _ 15i3

51年 68．9

4()年 34．9

56年 69．0

分類不能の産業0. 1

18．7
｜

’蕊議蕊≦蕊’ 58年 72．415年 39．2

H1葺
耳一 I

77．0

§50年 14，4
診 母鐸:

43． (）､$ ；,響職
J ､捗奪

分類不能の産業() .2

63年 ワ1 1
Jl 、4

蕊蕊蕊・”‘lll;6 資料：茨城県農業基本調査55年 1qQ
エリ.』

工業

工業の推移（全事業所）60耳 45：5
各年12月31日現杓

資料：陸l勢渦査
年次事業所

(昭和） （所）

数従業者数
（人）

現金給与 原材料 製造品

総額(万円） 使用額等(万円）出荷額等(万円）
商業

商店数．従業者数・年間販売額の推移 各年6月， 日現在 年
年
０
５
３
３

行向

63 ６
２
３
８
２
６

６
０
４
５３

bO／

193 1，424
従業者年間商品年次 '九

卜」 数『)凸
1口」

年
年
年

０
５
０

４
４
５

５
８
５

０
３
３

１
１
１

２
６
０

４
０
３

７
７
ｌ

Ｌ
２
３

０
３
１

７
１
７

３
１
７

４
９
３

４
５
１
１
４

９
４
３

１
９
０

９
２
１

５
７
６

３
４
７

３
７
７２

０
５
８

８
８
９

４
８
４

Ｌ
乳
８

６
３
０

４
１
６

１
３

販売細
単位:白万「小売業飲食店数

481 74 1．74 1，

、

H召和）総数 fll売業
十

48

月月

39年

51年

60年

61年

63年
一

603

－1

743

887 ０
０
８

９
９
９

４
２
５

３
３
５
２
４

７
６
８

５
０
４

る
４
２

１
２
２

１
狸
“
１

１
４
８

５
２
０

４
５
５
８

年
年
年

５
０
２

５
６
６

３
３
１

２
６
２

７
９
８

１
～
１
Ｊ

５
４
１

５
６
３

８
Ｊ
２

１
１

４
４
５

４
５
５

１
１
１

２
５
４

７
３
３

０
３
３

６
１
３

２
３
０

６
８
９

７
７
１

５
６
２

１
２
１

６
２
７

１
？
？

５
６
５

１
４
０

９
２
４

６
６
０

１
９
勺

２
４
４

０
６
６

９
６
１

＆
ｑ
Ｌ
１
１

570 62

129

552 65

７

０
’
８

５
４ ７

７
９
９
３
１

勺
ｒ
ｑ

ｌ
８４

鋤
一
１ ７

６

３
２
３
４２ 資料：工業統計調査

資料：商業統計調査

11］

専業
可戸

10．

鴬10，4…？ ＝ﾖ5‘

革了驚驚雲引 第ご艤毒農家

第矛驚業’
i 第二次産
41．9％蕊蕊篭謡需



年 表

西暦･年号 月日 キなて､、 き ご と 西暦･年号月 11 二こ 汗イ 塞ぐ ご L｣一 ’≠ L ど こ

1954

昭和29年

1957

昭和32年

米のビキニ環礁水爆実験で第5福竜丸被災

高萩パルプ。㈱高萩工場設立

大北川林道全面開通

高萩町・松岡町・高岡村の2町1村と黒前村

および櫛形村の一部が合併して高萩市誕生

高萩市及び十王町防疫組合伝染病隔離病舎完

成
■
●
●
■

３
３
５
皿

１
別
弱
錫

土

高萩市役所松岡支所および高岡支所廃止

高萩中学校へ横川中学校を統合、 スクールバ

ス通学開始

第一幼稚|fll)fim

' |'央児菫公|刺完成

北茨城市の望海地区をi高萩'1jへ編入

新花貫橋完成

束小学校新汝に伴い学区の一部変更実施。若

栗・大能・ ''1戸川小学校を廃止し、束小学校

の教場とする

高萩海岸高潮対策護岸工事に着手

高萩市老人クラブ結成される

|玉|鉄バス、高萩関ﾛ・石打場間開通

高萩市建設計画て．きる

市役所新庁舎完成

第1凶市民運動会開催

■
一

３
４ I

４
５
７
８
４

ワr）
ムム

1

1958

昭和33年

４
５
６
６
８
ｑ

第1回高萩市長選挙（小|峰威夫氏:'1選）

高浜町に初めての市営住宅完成

高萩市制祝賀式典挙行

民
』
庁
Ｏ

ｏ
ム

．
、
、
ご
Ｊ

胆
４
５

1955

昭和30年

鑑
雪
甜
Ｉ

弓

や

’
沙

鯵 ￥

琴

ますかた

枡形 ,Wj
『 I

国鉄バス、常陸横川北大金田問、

萩中学校前|川開通
ノ ‐ ツ詞ノ 一一＆≦ ” ， ミ

11（高萩高校講堂）

市制施行祝賀行事＝昭和30年5月3日、 4日、5

日の3日間、各地で祝賀行事が行われた

｢市報たかはぎ」の前身「高萩市生活改善」第

1号発刊

9. 10

椿亭､…器……て “ 嶽韓寺二 ， = ‐蕊…餅一…-吋、 ”さ'

第2回高萩市長選挙（安ｲ､l篤氏無投票当選）

向洋炭鉱、宇部興産力､ら独1IZ

国鉄バス、烏名下高倉間州通

高萩保育所|卿設

大能・中戸川教場を廃止し東小学校へのスク

ールバス通学開始

高萩市の|玉眠健康保険事業発足

高萩保雌所開設

皇太子結婚式。前後してテレビが爆発的に売れ

る

伊勢湾台風来襄、全国の死者5,000人を超える

第2Iml高萩市議会議員一般進学（投票率92.

91％）

国鉄バス、川尻一石滝・ 『箭祇農協前間開通

20

5

11

1

ｕ
２1959

昭和34年
●
ｐ
■

－
４
４

第1回高萩市議会議員一般選挙（定数30名、

投票率87 1％）

高潮により高戸海岸防波堤が破壊される

国鉄バス、高萩上君田間開通

日立電鉄高萩営業所、駅前に新築移転

第l1号より 「高裁市生活改善」改め「市報た

かはぎ」 となる

高萩市社会福祉協議会発足

都市計画により町界・町名改正

高萩市工場誘致条例制定

11. 12

６
１

２

■■■哩２３月 ０１

●
■
凸

４
４
４

1956

昭和31年

６
０
２
１

●
■

９
皿

9．

10.

12． 18
1ワ 1頁
上ムー 上J
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西暦･年号月日 西暦･年号｜ 月日
介
与 て さ ご と
＝

【 ご と干 貴 王

1960

昭和35年

駅東土地区画整備により町界．町名改正

東小学校校舎完成

秋山小学校増改築工事完了

秋山中学校新設開校。花貫中学校．若栗中学

校を廃止し秋山中学校教場とする

黒牛250頭導入

高萩市商工会発足

高萩陸橋完成

国民年金制度発足

高萩市有線放送開始

１

■
■
①
一

１
３
４
４

５
９
岨
４
６

1961

昭和36年

松岡小学校全校舎完成

高萩電報電話局局舎完成、 自動電話開通

磯道こ線人道橋完成

６
７
９

勺T

O」

鹿島臨海工業地帯造成計画できる

産炭地域振興臨時措置法公布。高萩市、産炭

地域の指定を受ける

宮後溜池改修工事完成

東本町郵便局開局

第一幼稚園園舎完成

秋山中学校全校舎完成。花貫教場を廃止し秋

山中学校へのスクールバス通学開始

上君田診療所開設

常磐線、勝田一高萩間電車運転開始

第3回高萩市長選挙（安村篤氏再選、投票

率8138％）

r交通安全都市宣言」

９
Ⅲ

1962

昭和37年
■
■
早
凸

２
３
３
４

高萩海岸開発護岸工事完成

土岳・花貫渓谷が県立自然公園に指定される

東京オリンピック大会開催される

市制施行10周年記念式典挙行

高萩駅前に「希望の鐘」設置

高萩市及び十王町防疫組合が衛生組合になる

高萩市消防署発足

東小学校若栗教場および秋山中学校若栗教場

を廃止し、 それぞれ松岡小学校、松岡中学校

に統合

高萩市消防署庁舎完成
そなれ

新磯馴橋完成

高萩パルプ･㈱、 日本加工製紙㈱に社名変更

高萩農協と松岡農協が合併し高萩市農業協同

組合発足

高萩・北茨城と畜場組合を設立

高萩郵便局局舎完成

花貫衛生センター完成

０
１
１

１

■
■
号
■
■
Ｇ
巳
。

９
ｍ
ｍ
Ⅲ
１
３
４
４

１
側

1965

昭和40年
申
、
、

６
，
皿

皿
１
帥

1963 3

昭和38年 4． 1 県立高萩工業高等学校開校

８
１
１

■
●
等
血

６
ｍ
Ｅ
２1966

昭和41年

○
申
凸

４
７
９

鱗誕

篭

啄豊
琴プ″

裏
篭

高萩市住宅公社設立

常磐線、高萩－平間電車運転開始

第3回高萩市議会議員一般選挙（投票率91.

40％）

KDD、高萩市石滝に茨城衛星通信所を設置す

る

ケネディ米大統領暗殺される
へんさ入

この年、高萩市史編纂研究会発足

高萩海岸高潮対策護岸工事完成

中央こ線人道橋完成

高萩市「市勢要覧」発刊

５
６
Ⅲ
１
３１

l1

11. 22

第4回高萩市長選挙（安村篤氏三選、投票率

86.23％）

1句 ｡

_Lム． 乙

1964

昭和39年

Ｊ
１
坐
反
』 30

’

11つ
」上』



西暦.年号｜ 月日 主なで、 当 一・ とど －西暦･年号 月 Hギなてﾞ き ご と

文化財保護条例制定

束幼稚臣|開隙’

第1回高萩まつり開催

市の組織機構大幅に改革される （部制採用）

市民相談室設置

市政モニター制度導入

花貫タ､ム定礎式

高萩中学校に学校で初めてのう。－ルで､きる

松久保工業団地進出企業と 「環境保全等に関

する協定書」調印

下君田地区の「ささら」復活

中央公民館完成

第5回高萩市議会議員一般選挙（投票率89.

52％）

第1回市民表彰式挙行

東幼稚園園舎完成

秋山中学校屋内運動場完成

高萩市総合振興計画策定

高浜運動広場内に蒸気機関車「96 （キユウロ

ク)」設置

畳‘

1971

昭和46年

高萩炭砿(株)、高萩鉱閉|｣｣を宣言（8月閉山）

高萩税務署、日立市へ移転し日立税務署となる

高萩家畜市場て最後の馬市開催（以後牛市と

なる）

市役所第2庁舎完成

第4回高萩市議会議員一般選挙（定数30名か

ら24名となる、投票率91.75％）

常磐線全線電化される

米国ブルースター町と衛星通信により姉妹都

市提携記念通話を行う

この年、高萩中学校屋内運動場完成

向洋炭鉱閉山を宣言

秋山保育所開設

高萩・北茨城と畜場組合の食肉センター完成

高萩霊園第1期工事完成

上水道工事に着工する

第1回高萩肥育肉牛共進会開催

高岡地区農村集団自動電話開通

市議会て，松久保工業団地造成を決定

この年、花貫タぷム建設に着工

高萩小学校校舎建築第1期工事完了

東本町第1歩道橋完成

高萩市交通指導貝配置

アポロ｜ ｜号、人類初の月面着陸に成功

消防署で救急業務開始

市営野球場起工式

筑波研究学園都市総合起工式

高萩市史(上・下巻)発刊

下君田地区大火災

赤浜古墳発掘
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昭和42年
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1968

昭和43年
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皿
皿
２
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1972

昭和47年

７
別

1969

昭和44年
、
●
Ｇ
■
■
。
■
一

Ｊ
３
４
７
９
Ⅱ
皿
皿

１
幻
１
５
５

花貫衛生センター北部処理場完成

明るく住みよいまちづく り市民運動推進協議

会設立

望海炭鉱閉山

松久保工業団地造成工事完了

市営野球場完成

高松宮賜杯第16回全日本軟式野球大会開催

第1回「みんなの消費生活展」開催

第14回関東肉牛共進会が高萩市で開催される

高萩第一浄水場完成

７２
■
■

４
４

1970

昭和45年

r)d》

／,／，

7
J台

４１

■
●
■
Ｃ
Ｄ
凸
■

５
７
７
９
蛆
Ｅ
ｕ

第1回市民歩く会開催

高萩駅ホームに高萩牛「黒毛和牛剥製」展示

ｕ
Ｌ
１
１
叩
７

松岡中学校屋内運動場完成

花貫ダム完成

上水道事業一部給水開始

松岡小学校尾内運動場完成

秋山幼稚園|荊園

老人いこいの家「ことぶきれ」完成

この頃から石油危機はじまり、物資不足深刻になる

1973

昭和48年

１
１
別
嘔

４
４
４
６

第1回高萩市民号連行

松久保工業団地起工式

第5回高萩市長選挙（鈴木藤太氏当選、投票

率80.67％）

Ｌ
Ｌ
Ｌ

１
１
１

５
９
郡 ｜
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西暦･年号 月E| 西暦･年号 月日 主なて． き ご と

5． 第1回「楽しく遊ぼうみんなの広場」開催

月日キなて､、 き ご と

第1回高萩市長杯争奪軟式野球大会開かれる

下君田「ささら」市無形文化財に指定される

下君田「大塚神社のスギとモミ」が県指定文

化財(天然記念物)に指定される

’■
■
申

９
ｍ
ｍ

５
５
５

１
１
１

花貫夕、ム竣工

記念式典挙行

都市計画用途地域決まる

海浜公園完成

市の木「マツ｣､市の花「ハギ｣､市の烏「キジ」

を制定する

｢高萩市民の歌」 「高萩市民ぱやし」作成

高萩市農業協同組合本館完成

工業用水の給水はじまる

駅前広場を整備し、バス発着所完成

第1回市民音楽祭開催

第29回国民体育大会が茨城県で開催され、高

萩は一般準硬式野球競技の会場となる

市制施行20周年記念式典挙行。市民憲章制定

される

市役所玄関前にブロンズ像完成

｢はばたく高萩」 （小学生社会科副読本)発行

第6回高萩市長選挙（鈴木藤太氏再選、投票

率85.17％）

手綱工業団地完成

11． 22

’

オズの魔法使い昭和50. 5. 1 1 (母の日）

赤浜田園都市センター完成

高萩中学校校舎建築第1期工事完了

市民体育館完成

第6回高萩市議会議員一般選挙（投票率91.

04％）

第1回高萩市民マラソン大会開催

９
７
証
Ｑ

●
●
●
一

９
ｍ
ｍ
Ⅱ

1976 1 2. 15

９２

申
■
■

岨
２
３

高萩市民間交通指導員委'嘱

｢高萩の植物」発刊

第27回全国植樹祭「お手まき行事」高萩市てﾞ

開催される

高萩小学校校舎建築第3期工事完了

ロッキード事件で田中角栄前首相逮捕

花貫衛生センターし尿処理施設完成

三里塚で鉄塔撤去に抗議する反対同盟と機動隊衝

突

｢鈴木玄淳の墓」 「長久保赤水の墓」が市の史

跡に指定される

日本ボーイスカウト高萩第一団発団式

高萩中学校校舎建築第2期工事完了

｢北宿並木一本松」「琵琶墓古墳」「赤浜一号墳」

が市の史跡に指定される

日曜診療開始

束小学校屋内運動場完成

高萩土木事務所、下手綱へ移転

救急医療体制スタート

常磐自動車道市内路線発表される

福祉パス「はまなす号」運行開始

君田小学校および君田中学校敷地造成工事完

了

高萩駅、特急停車駅になる

第7回高萩市長選挙(鈴木藤太氏無投票三選）

島名郵便局開局

君田中学校校舎と第一幼稚園・高萩保育所の

園舎、高萩小学校・秋山小学校の屋内運動場

完成

勤労青少年ホーム完成

多賀地方農業共済事務組合設立

高萩市・十王町事務組合設立

高浜運動広場テニスコート完成

地籍調査はじまる

第7回高萩市議会議員一般選挙（投票率88.

85％）

市制施行25周年記念式典挙行

第1回産業祭開催
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峰越連絡林道

杉野谷地柳沢

線(高萩塙線）
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昭和54年

県立松丘高等学校開校

高萩小学校校舎建築第2期工事完可

第1回高萩圧|際交流の集い開催
戸
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西暦･年号月

11

1985 2

昭和60年 3

｢ユ ーア､・ 封 ＝ し
索 し ご ー 〔一と一

一西暦･年号

1980

昭和55年

■
■
一月 日

3 ．

き
」主なて

高萩市文化会館完成

」

市制施行30周年記念式典挙行

高萩塙線県道昇格

科学万博つくば'85開幕（～916)

高萩市商工会館下手綱地区に完成

第l lLIl滝坂フェスティバル開催

科学万博「高萩市の日」

魂
１
Ⅳ
訂
船
酩

６
６

垂電ﾆ

君田小学校開校

学校給食センター業務開始

高萩警察署、高戸の新庁舎にて業務開始

高浜連動広場の夜間照明完成

第1回高萩市民ゴルフ大会開催

山王児童公園内に市営相撲場完成

下水道工事に着手

常磐自動車道高萩インター位置発表される

『高萩の昔話と伝説』発刊

穂積家の母屋などが11丁の有形文化財に指定さ

れる

万葉の道完成

秋山幼稚園園舎完成

高萩小学校校舎新築工事完了

KDD茨城衛星通信所に大型アンテナ完成

｢花貫暖帯・温帯混合自然林｣が市の天然記念

物に指定される

市役所第3庁舎完成

北部衛生センターゴミ処理施設完成

小島住宅団地分譲開始

三笠宮崇仁親王殿下講演に御来高

市民センター完成

日立.高萩・十王広域下水道組合設立

身体障害者療護施設「愛正園」開園

秋山小学校新校舎完成

丹生神社「棒ささら」復活

米平公共育成牧場が一部開場

常磐自動車道建設設計覚耆調印

第8回高萩市長選挙（大高省三氏当選、投票

率87.79％）

峠の道完成

ミニ・シルバー人材センター発足

茨城観光100選花貫ダム第2位入選記念碑建立

下君田「松岩寺の山桜」が市の天然記念物に

指定される

第8 1pl高萩市議会議員一般選挙（投票率88.

24％）

図書館および歴史民俗資料館開館

高萩市・北茨城市・十王町の市外電話局番が

統一される

常磐自動車道高萩地区工事着工

高萩・北茨城広域工業用水道事業企業団設立

高萩市・十王町事務組合消防本部新庁舎完成

Ｂ
●
■
●
守
口
。
早
■
甲

４
４
４
５
５
６
８
８
ｍ
、

皿
Ⅳ
１
踊
只 松岡｢| '学校校舎改築工事完了

日立・高萩・十王広域下水道組合伊師浄化セ

ンター管理棟完成

第9回高萩市長選挙（鈴木藤太氏当選、投票

率8473％）

|"I1土地改良事業竣工式

県内初の温泉治療を取り入れた高萩温泉病院

オーフ･ン

高萩協同病院新病棟完成

小I | lダム建設に伴う補償基準覚書調印

君HI小・中学校に共同フ。－ル完成

台風10号により被害を受ける

高萩|到際交流の集い実行委員会が国際交流基

金より 「地域交流振興賞」を受賞

高萩市新総合計画策定される

７
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週
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昭和61年
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昭和56年 ３
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１
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ハ
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〕

４
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７
８
１

６
４
１
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５
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３ 10.

1982

昭和57年
花貰川流域土地改良区設立許可される

花貫川流域地区県営は場整備事業くわ入れ式
､、" ノー

季ｲ･丁
<ほんま人だら たいぞうかい

大高寺(本町)の「九品曼茶羅図」 「胎蔵界曼茶

羅|Xl」が市指定有形文化財となる

水戸地方法務局高萩出張所、新庁舎て､業務開

始

特別養護老人ホーム「松籟荘」完成

高萩十王斎場オーフ｡ン

県立北茨城養護学校開校

高戸海岸コースタル．コミュニティ ．ゾーン

整備計画(C.C.Z)が建設大臣の認定を受ける

高萩家畜市場最後の牛市開催される

C.C.Z整備計画建設大臣認定記念式典挙行

多賀畜産農業協|荷l組合が、高萩市農業協同組

合に合併

第9同高萩市議会議員一般選挙（定数24名か

ら20名となる、投票率87.00%)

高萩観光10選決まる
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1984

昭和59年 常磐自動車道開通記念歩く会開催

松岡幼稚園園舎完成

杉|ﾉ1、川側地区l鳥地改良事業竣｣二

高戸大橋開通
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|西暦.年号月日 主なで卦 一． と己 －主なで西暦･年号｜ 月日
’ 3 」8

善 ご L己 L

｢核兵器廃絶・平和都市」宣言

小山ダム付け替え県道および工事用道路建設

着工

中国黄河流域の緑化に役立てるため、高萩てﾞ

クズの採種はじまる

後谷地区土地改良事業起工式

花貫川流域土地改良区、石滝地区区画整理工

事に着手

昭和天皇崩御、翌日「平成」 と改元される

穂積家住宅が県指定有形文化財(建造物)に指

定される

横川小学校を廃止し君田小学校へ統合

日立・高萩・十王広域下水道組合伊師浄化セ

ンターで､通水式

山形県新庄市と友好都市の盟約調印

(社)高萩市シルバー人材センター設立

多賀区域農業用道路若栗一横川間開通式

市民代表団が中国甘南省蘭州市を訪問

皇太子殿下、茨城県地方事情御視察のため御

来高

市制施行35周年記念式典挙行

写真集「高萩」ふるさとのあゆみ発刊

＊平成元年度中に保健センターと松岡地区公

民館完成予定

｢青色申告宣言都市」および「納期内納税完納

の推進都市」宣言

常磐自動車道全線開通､高萩インターオーフ。ン

9． 20

10_

3． 24

10

８
０
２
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●
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１
１
１
１

1989

平成元年

７
妬

１
１

１
恥

凸
邑

４
４高戸大橋

市役所OA機器導入

｢高萩の動物』編集に着手

北茨城市の一部を高萩市へ編入。市域面積

193.80krとなる

中国甘粛省藺州市長ほか政府経済技術交流団

来高

高萩駅前通りにパーキンク醤チケット制駐車導

入

有明海岸に高萩海水浴場が約20年ぶりに再開

される

第1回高萩市少年水泳大会開催

この夏、長雨低温で水稲に被害でる

１
７
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。
■
己
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8． 25

歴代市長歴代市議会議長・副議長

議長氏名 副議長氏名
肝生一郎 佐川義光

就

一

卿

州

瞬

”

唖

蹄

蹄

一

密

職

任

11.

12．

里
9．

11．

退任

23～30.11.22

就任 退任

昭29.11.23～33.12.24

昭33.12.25～45.12.24

代
硫
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
Ⅲ
皿
過
皿
賜
恥
Ⅳ
肥
咀
別
別
犯
羽

代 氏 名

夫
篤
太

威
藤

峰
村
木

代
剖
守
８
９

初
２
５

小

一

安

鈴

吉

樫

秀
之

吉

男

'1，松正治 ４
７２

２
９

１２
３
３
３
一
一
５
４

田

村 矢代光史

鈴木藤雄
昭45

昭57

12．25～57.12.24

吉田秀吉

鈴木藤雄

小松正治

矢代光史

鈴木藤雄

吉田秀吉

川松光彦

豊田武門

吉田秀吉

大和田知之

２
５

２１
２
１
１

４
５
３
３
一
一
７
８
２
２

省
一
藤

大
鈴

三

太

12．25～61. 1．30局

木

四
一
豆 田武門

昭61． 3． 2～在任中
矢代良三

鈴木好之

識
討
一
鄙

哩
一
皿
、

５
’
１
魂

皿
四
一
皿
皿

歴代助役彦

雄

川松

鈴木

光

道 ６
１２

２
２
１
１

０
１
４
４
一
一
２
６

氏 名

綿引倉蔵

岩本啓治

下山田一郎

安村 實

熊坂吉惠

就任 退任

昭30. 1.18～33.12.24

昭34. 2.18～46. 1.18

昭46. 3.12～58. 1.11

昭58． 5． 7～61. 3.29

昭61． 9． 9～在任中

代
一
脈
料
三
門
一
８
’
９

大

一

大

阿

棚

和田知

久保

部正

谷立

之
一
清
寿
一
夫

昭40．12

昭41.12

昭42.ll

昭46.11

昭48.12

昭49.12

昭50.11

２
２
７
７
２
５

２
２
１
１
２
１

１
１
２
２
１
２

１
１
１
１
１
１

２
６
８
９
０
１

４
４
４
４
５
５

一
一
一
一
一
一

１
８
９
７
７
９

２
２
２
１
１
２

石 安太郎

大部 薫

阿部

棚谷

寿

夫

正

寺
1ノ

董
小
三
色
聿
旦
雁
心

小
一
北
一
佐
鈴
近
渡
寺
鈴

山政男大
一
鈴
王
口
佐

部

木

田

川

歴代収入役男
應
二
一
郎

暢
安
一
孝
太匪貝

畠
川
木
藤
刀
｝

好

天
プラ

安

昭51

昭52

昭54

昭55

昭58

３
２
２
２
４

１
２
２
２
２

２
１
２
１
２

１
１
１
１
１

２
４
５
８
０

５
５
５
５
６

一
一
一
一
一

５
３
０
２
０

１
１
３
２
３

２
２
１
２
１

１
１
１
１
１

就任 退任代
砿
耗
儲
郡

氏 名

吉久保喜

村田正

岩本義

佐川誠太

夫

己

文

郎

昭29.11.23～31. 1.31

昭31. 5.11～51. 5.10

昭51. 5.11～58. 8．31

昭58． 9． 8～在任中

鈴

吉

佐

二

吉

應

一
秀
安

木
田
川 郎

男
岡
木
七
徳

昭60.12.24～62.11.22

昭62.11.30～在任中根本 栄
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西
條
八
十
作
詞
／
中
山
晋
平
作
曲

関
東
に
ア
リ
ヤ
十

名
さ
へ
高
萩
一
度
は
お
い
で
サ
ノ
ョ
イ
ト
サ
ノ
サ

海
も
よ
し
よ
し
ョ
サ
サ
ノ
サ

山
も
よ
し
１
も
よ
し

※
ハ
ョ
イ
ノ
ョ
サ
サ
ノ
サ
イ
ッ
チ
ョ
サ

※
各
節
繰
り
返
し

白
波
で
ア
リ
ャ
サ

姉
が
化
粧
す
り
や
妹
も
真
似
る

サ
ノ
ョ
イ
ト
サ
ノ
サ

沖
の
大
咲
ヨ
サ
サ
ノ
サ

小
咲
浪
小
咲
浪

馬
市
で
ア
リ
ャ
サ

仔
馬
売
ら
れ
て
親
馬
帰
るサ
ノ
ョ
イ
ト
サ
ノ
十

春
の
高
萩
ョ
サ
サ
ノ
サ

お
ぼ
ろ
月
お
ぼ
ろ
月

高
萩
小
唄

前列の左2人目から

藤陰静江・西條八十・中山晋平・江尻梢人(正一）
待
つ
宵
を
ア
リ
ャ
サ

来
て
は
と
ん
と
と
雨
戸
を
た
、
き

サ
ノ
ョ
イ
ト
サ
ノ
サ

こ
こ
ろ
迷
わ
す
ヨ
サ
サ
ノ
サ

い
な
さ
風
い
な
さ
風

花
づ
く
し
ア
リ
ャ
サ

水
戸
は
白
梅
平
は
桜
サ
ノ
ョ
ィ
ト
サ
ノ
サ

子
め
い間
の
高
萩
ヨ
サ
サ
ノ
サ

波
の
花
波
の
花

松
原
は
ア
リ
ャ
サ

か
じ
め
採
る
娘
の
唄
か
ら
明
け
て

サ
ノ
ョ
イ
ト
サ
ノ
サ

霧
に
う
き
だ
す
ヨ
サ
サ
ノ
サ

い
ぶ
き
ふ
じ

伊
吹
富
士
伊
吹
富
士

墨
」
ト
ム

小
夜
千
鳥
ア
リ
ャ
サ

心
細
さ
に
出
て
山
見
れ
ばサ
ノ
ョ
イ
ト
サ
ノ
サ

た
ん
こ
よ
な
べ

炭
坑
夜
業
の
ヨ
サ
サ
ノ
サ

ひ灯
が
赤
い
灯
が
赤
い

大正末期から昭和の初期にかけて、不況が深刻化し、全

国的に労働争議や小作争議が続発していた頃、高萩には、

常磐炭鉱節などはあっても町を代表するような民謡はなか

った。 そこて穣、花柳界の起死回生策の意味もあって、高萩
やそ

出身の江尻正一氏と、彼と親交のあった西條八十氏との合

作でで､きたのが、松原音頭であり高萩小唄で､あると推察さ

れる。

口

西
條
八
十
、
江
尻
梢
人
作
詞
／
中
山
晋
平
作
曲

〔
ノ
ー

水
戸
を
離
れ
て
肋
川
越
え
て
ヨ
イ
ノ
ー
、

君
を
松
原
ヤ
レ
コ
ノ
サ
ィ
サ
イ

君
を
松
原
小
松
原
ョ
イ
シ
ョ

※
ハ
ア
レ
ヨ
イ
ト
マ
カ
セ
ズ
イ
ト
セ

シ
ョ
コ
ノ
‐
、
ノ
‐
、
ズ
イ
ト
コ
リ
ャ
セ

※
各
節
繰
り
返
し

へ
ハ
ー

な
せ

浜
の
小
松
は
東
南
風
で
操
め
る
ヨ
イ
／
Ｉ
、

わ
た
し
や
お
前
で
ヤ
レ
コ
ノ
サ
イ
サ
イ

わ
た
し
や
お
前
で
気
が
操
め
る
ヨ
イ
シ
ョ

、
Ｉ
、
〆
ノ
ー

は
ま
ざ
く

ふ
た
り
揃
う
て
浜
防
風
摘
ん
だ
ヨ
イ
ノ
ー
、

あ
の
日
あ
の
時
ヤ
レ
コ
ノ
サ
イ
サ
イ

あ
の
日
あ
の
時
あ
の
夜
か
ら
ョ
イ
シ
ョ

ヘ
ハ
ー

あ
わ
び鞄
採
る
間
も
網
曳
く
ひ
ま
も
ヨ
ィ
ノ
‐
、

可
愛
い
あ
の
眼
が
ヤ
レ
コ
ノ
サ
イ
サ
イ

可
愛
い
あ
の
眼
が
忘
ら
り
ょ
か
ヨ
イ
シ
ョ

ヘ
ハ
ー

は
ま
な
す

浜
の
攻
塊
燃
え
た
つ
頃
に
ヨ
イ
ノ
‐
、

想
い
そ
め
た
が
ヤ
レ
コ
ノ
サ
イ
サ
ィ

想
い
そ
め
た
が
恥
か
し
や
ヨ
イ
シ
ョ

ヘ
ハ
ー

も
、
う

願
い
叶
う
て
八
幡
詣
で
ヨ
イ
ノ
、

海
も
白
帆
の
ヤ
レ
コ
ノ
サ
イ
サ
イ

海
も
白
帆
の
日
本
晴
ヨ
イ
シ
ョ

ベ
ハ
ー

は
な
ぬ
き

花
の
な
か
縫
う
花
貫
川
に
ヨ
ィ
／
、

浮
名
散
ら
し
た
ヤ
レ
コ
ノ
サ
イ
サ
イ

浮
名
散
ら
し
た
春
の
風
ヨ
イ
シ
ョ

松
原
音
頭

寺
崎
途
至
夫
作
詞

山
路
進
一
作
曲

二
、
咲
い
た
は
ま
な
す
夢
呼
ぶ
花
よ

香
り
高
萩
ほ
ら
つ
つ
ん
で
る

秋
の
紅
葉
よ
ダ
ム
に
映
え

川
が
潮
が
み
ん
な
を
招
く

ま
ち

そ
う
だ
の
ば
そ
う
自
然
の
市
を

こ
こ
ろ
ひ
と
つ
に
さ
あ
高
萩
を

は
な
ぬ
き

三
、
谷
を
な
が
れ
る
花
貰
・
関
根

あ
す
明
日
も
高
萩
ほ
ら
な
が
れ
て
る

昇
る
朝
日
よ
太
平
洋
よ

ち
か
ら

意
気
よ
力
よ
み
ん
な
の
希
望

ま
ち

そ
う
だ
め
ざ
そ
う
住
み
よ
い
市
を

ひ
と
り
ひ
と
り
が
さ
あ
高
萩
を

高
萩
市
民
の
歌

唯
０
士
季

深
い
み
ど
り
の
阿
武
隈
山
脈
よ

き
よ
う
も
高
萩
ほ
ら
日
本
晴
れ

や
な
み

ひ
か
る
家
並
よ
田
よ
畑
よ

幸
よ
実
り
よ
み
ん
な
の
誇
り

ま
ち

そ
う
だ
つ
く
ろ
う
豊
か
な
市
を

手
と
手
つ
な
い
で
さ
あ
高
萩
を

森
菊
蔵
補
作
詞

押
尾
司
編
曲
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森
菊
蔵
作
詞
矢
吹
光
作
曲
・
編
曲

た
つ
ご

三
、
ひ
と
り
ソ
レ
竜
子
の
城
あ
と
に
来
て

昔
し
の
べ
ば
は
る
か
な
夢
が
ョ
Ｉ

こ
も
る
思
い
の
松
の
風
カ
ョ
ー

や
ま
強
み

五
、
西
は
ソ
レ
山
脈
東
は
海
よ

の
び
る
街
並
み
日
一
、
｝
と
に
繁
礁

肥
え
る
黒
牛
せ
り
の
市
カ
ョ
ー

日
ご
と
に
繁
盛

四
、
磯
じ
ゃ
ソ
レ
い
し
・
も
角

こ
ぎ
ノ
、
お
ざ
く
ろ

七
、
海
の
ソ
レ
果
て
か
ら
宇
宙
の
星
へ

ニ
ュ
ー
ス
届
け
る
ア
ン
テ
ナ
な
ら
ば
ョ
－

燃
ゆ
る
想
い
も
届
こ
う
に
カ
ョ
ー

八
、
押
せ
や
ソ
レ
押
せ
お
せ
高
萩
ま
つ
り

お
ざ
く
み

押
せ
ば
大
咲
浪
花
咲
く
よ
う
に
ヨ
ー

可
愛
い
あ
の
娘
の
花
も
咲
く
カ
ョ
ー

ノ、

せ

－
、
な
が
れ
ソ
レ
花
貫
滝
よ
し
瀬
よ
し

な
め
り
も
み
じ

渕
は
名
馬
里
か
紅
葉
が
映
え
て
ョ
－

ダ
ム
を
背
に
し
て
海
を
見
る
カ
ョ
ー

高
萩
市
民
ぱ
や
し

こ
こ
は
ゾ
レ
高
萩
太
平
洋
に

や
な
み

昇
る
朝
日
が
家
並
を
染
め
て
ョ
－

磯
の
は
ま
な
す
朱
く
咲
く
カ
ョ
ー

小
咲
大
咲
浪
き
ら
め
く
海
の
ョ
Ｉ

釣
り
で
名
の
出
た
高
戸
の
浜
カ
ョ
ー

杉
に
誓
い
の
緑
む
す
び
カ
ョ
ー

ま
つ
り
ソ
レ
ぱ
や
し
が
高
鳴
る
宵
に

侭

ふ
た
り
揃
っ
て
八
幡
様
の
ヨ
ー

ョ
－

沖
に
は
め
ば
る

写真提供・協力者
ま

眞木孝成

政井清

松崎一和

松本三郎

松本正男

＊

宮圧|重則

＊

茂又成徳

子
一
子

英
＊
兵
良

山
田
矢

関
添
征

(個人）敬称略 上遠野長政

神永久米男

神永保

神長吉衛

＊

菊地一六二

木田恒夫

木村はな

＊

久保木慎一

黒沢光寿

黒羽次男

＊

小池正人

小泉幸一郎

小松房子

紺野庄一

斉藤ふみ

坂本善興

佐川清五郎

佐久間好雄

佐々木栄一

佐々木一雄

佐々木重信

＊

椎名英雄

柴田菊代

柴田英利

柴田正己

下山田昌右

白土とみ

＊

助川義夫

鈴木誠一

鈴木藤太

鈴木広次

鈴木保三郎

＊

江尻さつ

江尻光昭

＊

大久保正次

大高徳次

大都直教

大都直光

大友キミ

大平こよ

大部善維寿

大部秀彦

大森幹之

大柳とよ

小島正義

小見守一

＊

沼田きみ

沼田吉惠

＊

根本昇

あ

賛島克己

安藤啓次

安藤トミヱ

安東義博

＊

石君平

石俊一郎

石龍馬

石井源肋

石和久

伊藤正美

猪又七郎

今川誠

居間かの

＊

上田末三

宇佐美定男

＊

た

高野武三

滝英雄

圧|代力

田所徳雄

田中鉱一郎

田中経夫

田母神宗治

＊

塚原清

＊

寺門正順

は

萩谷直善

橋本尚

長谷川鉄吉

花園教之

原礼三

＊

平井みの

蛭田和生

＊

船田慶市郎

舟生ときえ

＊

星名春吉

穂積大輔

子

平
喜
夘
多
谷
川

や
横
吉

わ－－－－一

若松健一

渡辺文麿

綿引芳子

和知ちよ

か

鹿島キミ1

*駆村･章曲
1 ゴー1JフJp／､

樫村義光

加藤一雄

なさ

長久保源吾兵衛

生田目靖志

斉藤幸作

斉藤博

(団体等） 高萩市晨業協|司組合 フジモ|､写真館

＊

松丘高等学校

＊

山之内製薬㈱

KDD茨城衛星通信所

＊

高萩営林署

高萩工業高等学校

高萩高等学校

高萩市商工会

＊

永谷園㈱

日本加工製紙㈱

|]本道路公団

高萩市老人クラブ連合会

高萩地区農業改良普及所

田中カメラ店

大建工業㈱

㈱大心苑

アトリエ絵夢

市川スタジオ

宇部不動産㈱

＊

農用地整備公団阿武隈八溝事務所

＊

参考文献
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編集後記

r写真集』は

21世紀を握う人へ鰯

メッセージ

識

蟻

灘

鍵

編集委員長

柏 義夫

写真集の発刊にあたって

海と緑と太陽がいっぱいの産業文化都市高萩は、今

年市制施行35周年を迎え、市民参加による写真集が発

刊できることは何よりの喜びであり意義深いものと思

います。

市制施行当時は、まだ､政治･経済･社会情勢の変動が

激しく生活が苦しい時期でしたが、市民は市制施行に

よる生活の向上への期待感でいっぱいでした。

高萩の特徴であった「炭鉱」 「馬市」 も今はなく 、生

活は大きく変わりました。 こうした生活の歴史は、現

在の生活のかがみでもあると思います。

本書作成にあたり、貴重な写真が3,000枚以上も提供

されましたが、調査不充分な点もあり全部を掲載する

ことがて’きませんでした。未掲載の写真は、今後何ら

かのかたちて、市民の皆様の期待に応えるよう、考えて

いかなければならないと思っています。

今年は写真が発明されて150年､当時の様子を生きい

きと伝える写真のように、 この写真集も、 21世紀を担

う市民へのメッセージとなることを願い、 また編集に

あたりご協力をいただいた各関係機関、貴重な写真を

提供してくださった皆様にあらためて心から感謝とお

礼を申し上げてごあいさつとします。

編集委員 編集事務局

金澤 和夫 星 勝英

作山 正雄 井下 勲

下山田正弘 佐川 春久

松本 弘文 渡辺 悦夫

棚谷 稔 和田 裕子

松井 茂

長久保孝徳

写真集｢高萩｣ふるさとのあゆみ

定価 3,000円(本体2,913円）

発行日平成元年11月22日

編集 写真集｢高萩｣編集委員会

発行 高萩市

制作 茨城新聞社

市章：昭和30年2月'9日制定

高萩市の市章は｢高」を簡明に図案化し、上部の

両翼は飛躍を意味し、 中央の尖剣は向上を表わ

し、市の円満協力性と発展生を強く表徴した。

この図案は一般から広く募集し、制定した。
Cl989 高萩市
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